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凡例
１．本記録は、2013年12月11日に国際協力機構（JICA）市ヶ谷ビル2階国際会議場で開催さ

れた「セミナー　世界銀行が戦後日本で実施した農地開発プロジェクト：その今日的意義」の
うち、根釧パイロットファーム入植者である青野春樹氏と奥山秀助氏が参加されたパネルディ
スカッションの部分を記録したものである。

２．付録として、奥山秀助氏の「パイロットファームに入植して～酪農の未来に向けて」及び「農
業農村の素晴らしさ」を掲載した。

３．本記録の編集は、別海町教育委員会生涯学習課が行った。
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て勤務。1989年から1999年まで宇都宮大学農学部農業環境工学科に助教授及び教授として在勤。
1999年から2004年まで東京農工大学大学院連合農学研究科教授。2004年より東京大学大学院・新領
域創成科学研究科・教授。

藤倉 良
東京大学理学部を卒業後、オーストリアのインスブルック大学で理学博士号を取得。1984年に環境庁に
行政官として入庁、地球環境部環境協力室長補佐などを経て、1995年に九州大学工学部助教授、1999
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授（土地改良学・土質改善学）。1998年北大名誉教授・農村空間研究所長／農業土木学会名誉会員・
日本農業工学会フェローなど／北大評議員、北海道開発審議会特別委員、北海道農業農村審議会委員
など歴任／農業土木学会学術賞、日本農学会賞、読売農学賞、国際水田水環境工学会国際賞など受賞。

青野 春樹
1957年入植。開拓農協役員、豊原小学校PTA 会長、パイロットファーム開拓資料館運営委員長を歴任。
兵庫県明石市生まれ。

奥山 秀助
1958年入植。1961年アメリカ・カリフォルニアにて酪農実習1年間（国際農友会）。1983 年から21年間
中春別農協理事、ニューフロンティアファーム会長を歴任。上川郡風連町（現名寄市）にて出生。

加藤　宏
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務部、アジア1部、企画部、国内部、外務省（経済協力局、中近東アフリカ局、コートジボワール共和
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〔プログラム〕
14:00  開会挨拶
14:05 セミナーの趣旨説明
14:10 講演「世界銀行の対日援助」中山幹康／東京大学大学院教授
14:30 講演「根釧および上北パイロットファーム」藤倉　良／法政大学教授
14:50 事例報告「篠津原野の水田と世界銀行」梅田安治／北海道大学名誉教授
15:10 休憩
15:20 記録映画「パイロットファーム（短縮版）」上映
15:30  パネルディスカッションおよび質疑応答

討論者（五十音順）：
　　　　青野春樹／根釧パイロットファーム入植者
　　　　梅田安治／北海道大学名誉教授
　　　　奥山秀助／根釧パイロットファーム入植者
　　　　加藤宏／国際協力機構（JICA）理事・JICA研究所長

16:45 閉会

世界銀行が戦後日本で実施した農地開
発プロジェクト：その今日的意義

日　時：2013年12月11日（水）…14:00…‒…16:45

会　場：国際協力機構（JICA）市ヶ谷ビル2階国際会議場

主　催：法政大学人間環境学部
　　　　東京大学大学院新領域創成科学研究科国際協力学専攻
　　　　桜美林大学大学院国際学研究科国際協力専攻
　　　　JICA研究所
後　援：別海町、別海町教育委員会、別海町内農協連絡協議会

セミナー

セミナー開催の主旨

世界銀行（国際復興開発銀行）は、開発途上国の経済発展を支援するために設置された国際機関です。

日本は1953年より世界銀行の借款受け入れを開始し、1966年までの間に8億6300万ドルの借款による援助を受
けました。

日本への援助は電力、造船、自動車、道路、鉄道などのインフラ整備の融資が主体であり、31案件の内2件のみが
農業案件でした。

援助には知識や技術の移転が伴います。農業案件も例外ではなく、プロジェクト管理上の革新を日本にもたらし
ました。

本セミナーでは、世銀案件が日本の農業セクターに及ぼしたインパクトをレビューし、被援助国としての日本の経
験が、今後の日本の国際協力にどう反映できるかを考えます。
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司　会：それでは入植者のお二人から、当時の体

験、どのようなご苦労をされて、どのようなかた

ちで現在に至ったかということをお話いただけれ

ばと思います。青野さんお願いいたします。

青　野：私は昭和32年の入植者です。パイロッ

トファーム入植は31年から始まったので、２年

目の入植です。私は昭和20年に戦災開拓として、

父親と共に15歳で東京から北海道角田村（現栗山

町。当時御料林190ha 36戸）に入植し、そこで戸

当たり5町歩の払い下げを受けました。私の父親

は農業はわかっているものですから、根室という

ところは耕種農業をやるところではない、日本は

農耕民族で牧畜民族ではない、あそこは作物が採

れるところではないと、耕種農業をやるのは反対

をされました。

　それでも昭和31年に根釧農業試験場、根室支

庁、そして現地と視察して、32年に入植しました。

最終的に入ってよかったと思うのは、農地開発機

械公団の機械でやって2年で14町4反を畑（草地、

馬鈴薯、ビート、燕麦を作り、輸入ジャージー 4

頭を飼養）にして、公団の後は馬の農機具でやり

ました。そういうことで非常に我々もやりがいが

ありました。皆が皆必ずしもそうではないんです

ね。それから経験がある人たちからすると牛のホ

ルスタインもっていた人からすると、何で最初か

らもっと面積を与えてくれればという話もありま

すけども、私達からすると、戦災開拓や満州・海

外からの引き揚げ、復員軍人だとかいろいろな人

が入るわけですから、必ずしもそんなに最初から

多くの面積をやれるわけではない。農林省の計画

からいくと、やはり最初からそういうことをやれ

る前提条件（18.8町）で計画したりしていたよう

ですけども、北海道からの計画では40町だとか、

もっと大きい計画を出しています。それだと償還

金が多くなりますし、そういったことの中で結局

討論者：根釧パイロットファーム入植者  青 野　春 樹
 根釧パイロットファーム入植者 奥 山　秀 助

　　　　    北海道大学　名誉教授 梅 田　安 治
 国際協力事業団(JICA)研究所長 加 藤　宏

司　会：法政大学　人間環境学部　教授 藤 倉　良

パネルディスカッション
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は18町8反になったのではないかと。最初から

10頭20頭の牛を飼えるわけではない。そういっ

ても現在になってみると31年から33年まで床丹

第二（現豊原）に187戸が入って、今残っているの

は50戸いないわけですね（新酪農村に26戸移転）。

それがあって新酪農村というものが発展して、50

町60頭の計画になりました。それでも離農者は

出るのです。そういう経過をたどって現在は日本

一の牛乳生産地と、そういうことになってくるん

ですけども、50年くらいの間にそれだけの規模に

なった。ただこれからが問題になりますけれども、

現在の中ではそういった形で進んでいます。　

司　会：ありがとうございました。奥山さんお願

いいたします。

奥　山：私は昭和33年度、青野さんより１年遅

れて床丹第2地区の最後の入植者として、根釧パ

イロットファームに入植いたしました。入植の動

機は、昭和32年の8月、友人と2人で根釧パイロ

ットファームの見学をしました。その時、「この広

大な大地が、なぜ開発されなかったのか。見たと

ころ、木もまずまず伸びている。草も私の出身地

北海道の水田地帯名寄市風連町に負けない。」と思

いました。これが入植の動機となり、米作専業農

家の水田5ヘクタールの長男が決意しました。家

族親戚は猛反対で大変な目にあいました。勘当に

近いことも言われました。ただ、親もまだ若いし

兄弟も7人、今後の農業経営を考えると広い土地

で酪農をしたいと22歳の若さで考えました。

　家族親戚にお願い、入植を許してもらったもの

の、入植の条件がありました。まず酪農の経験が

あるか、年齢は、妻帯者であるか、婚約者はいると

言いました。持参金25万円は何とかなると言っ

て、本当は5万程度でありました。ようやくなん

とか合格、45日間の実習から始まりました。33年

度の4月から居小屋で7名の協同生活。ここでの

仕事は牛舎住宅建設の手伝いと井戸掘り、機械開

墾の手伝いなどを行いました。計画通り建設開墾

が進み、昭和34年度個人経営でスタートし、馬・

乳牛も導入され、希望に燃え頑張った1年であり

ました。

　共同経営を行っていた33年度入植者2名も土

地続きということで共同経営を考えないかと話が

あり、何回か話した末、共同経営に参加すること

にしました。しかし32年度入植者の1名が脱退す

ることになり、33年度入植の我々 2名と32年度

入植3名の計5名で昭和35年度再出発をしました。

私達の根釧パイロットファーム開拓農協が資金繰

りに大変行き詰まりまして、このため組合員の家

計費も計画通りは出せないような形になり、こん

なときお年寄りとか女性から「共同だからか家計

費も出ないんだ」というようなことが盛んに言わ

れまして、また生産意欲、労働意欲が低下してい

ると思いましたが、この1年は私が場長を引き受

けまして、みんなで話し合い最も良い方法を見出

したいということで営農をスタートさせました。

　この1年は会議の回数も多く、経営が心配され

ましたが、おかげさまで計画通りの生産で1年が

終わり、今後完全共同経営を続けるべきかどうか、

1年かけてみんなでじっくり相談してみるという

形で進みました。そのときたまたま、営農5 ヵ年

計画書を、先ほどもお話がありましたように書い

てくれと言われました。そしてＡランクからＥラ

ンクまでの5段階に分けて…Ｅランクはもう離農

勧告のようなかたちです。昭和38年3月には共同

経営をどうするかと結論を出す日程を決めました。

　昭和36年に農業基本法もできましたが、共同

経営にはあまり期待できないような形の基本法で

した。色々と意見はありましたが、結論は発展的

解散をするということで共同経営は解散しました。

解散と同時にトラクターを始め、パイロットファ

ームで一番最初に導入していましたが、機械の共

同利用というかたちで、経営は個人経営にするこ

とに決定しました。5戸が別々に5カ年計画書を

提出し、なんとか5戸全戸Eランクは1人も出な
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かったことは、なによりよかったと思いました。

　個人的なことですが、根釧パイロットファーム

に入植後、最も辛かったことが3回ありました。

１つは道東農場解散と同時に営農5 ヵ年計画書を

提出しましたが、そのときは通ったのですが2千

円の書き間違いがあったらE層であったと、営農

指導所で後日の笑い話になりました。当然経済的

にも苦しかったというのが一つの辛かったことで

す。

　次は、交通事故で妻を33歳で亡くしました。子

どもは小学校6年生の長女、小学校3年生の長男、

小学校入学前の次女3人の子供を残しこの世を去

りました。最後に1人息子を17歳でガンで亡くし

ました。何でこんなに不幸が続くのかと弱気にな

ったり途方に暮れた時に、多くの人、多くの友人

に助けられました。経営継続は無理ではないかと

世間で噂されていました。その時子供達と相談し

た時、子どもたちは酪農は好きなので続けたいと

言ってくれました。私は、戦争には行っていませ

んが、第二次世界大戦時の特攻隊の心境になり、

酪農経営を続けることに決断いたしました。同時

に昔の武将山中鹿之助の月山富田城を見に島根県

に行きました。今は石垣しかない城跡で、残され

た子どものこと、今後の酪農経営のこと色々考え

ました。

　また、中春別農協は何度かの債権農協を乗り越

えて、今は牛乳生産12万トン、販売高120億、そ

れから預金残高も118億…これは昔は一般取引な

どがある業者から預金していただきましたけども、

この中身はほとんど組合員の預金でございます。

そして現在の農協は理念と信念をもった素晴らし

い農協になったと自負しております。また日本の

農家一戸あたりの面積は1.5ha、北海道の一戸あ

たりの面積は25ha、別海町は75ha、私達中春別

農協の一戸あたりの耕作面積は80haであります。

なお別海町の酪農は牛乳生産量ダントツ日本一に

なったことを考えると、今から半世紀余り前の別

海町は、不毛の大地と言われていましたが、世界

銀行の対日援助による機械開墾は開拓の革命であ

ったと思います。私どもは根釧パイロットファー

ムは大成功となったと考えますが、この事業に多

くの人たちが献身的に努力されたことは忘れては

ならないと思います。

　また、入植当時この事業は、小学校5年生の社

会科の教科書にも何年間か載っていました。昭和

33年の6月には皇太子殿下が行啓し、パイロット

ファームの開拓の状況を現地視察されました。ま

た日本各地から毎日のように視察者が訪れ、同時

に新聞や雑誌、マスコミの人たちから数多く紹介

されました。

司　会：ありがとうございました。引き続きまし

て、梅田先生お願いします。

梅　田：先ほどのお話にもあったとおり、「北海道

でいかに米を作りたがっていたか」というのが重

要だと思います。明治時代にいわゆる内地の府県

からどんどん北海道に入植していきました。その

ときに北海道では、例えば屯田兵は米を作ること

が禁止されていました。なぜかというと、芋なら

植えればすぐその年食べられるのですが、水田を

つくっていてはその年に食べるものが無いわけで

すから。

　そんな歴史を経て、政策の転換もあり、水田稲

作は発展してきていました。いわゆる戦後の食糧

難のときに、稲作水田に対する願望が非常に強い

ものでした。そこで篠津地域も復員、帰国者など

をかかえて昭和28年に村長さんをはじめ皆で総

決起大会までやっているのですが、具体的事業に

まで至っていないという状況でした。そんなとき

に世界銀行の計画がもち上がってきました。それ

までの経歴からしても、町村さんは酪農をやりた

かったのではないかと思うのです。実際に江別辺

りに隣接している農家は酪農でしたから、農林省

へ嘆願しようという話もかなり具体的に持ち上が

っていたようです。しかし全体的には地域の内外
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ともに、水田開発の希望が強かったようです。や

はり水田で成功した。周辺では酪農でも成功して

いますけれども、水田で成功したというのは、願

望にも近い水田稲作という強い合意が多くの人々

の意思だったからと思います。　　　　　

司　会：ありがとうございました。

　今回はJICAで行うセミナーですので、技術移転

に焦点を当てて考えてみたいと思います。根釧パ

イロットファームは天から降ってきたようなプロ

ジェクトでした。それを、入植者のお二人がお話

しになったように、大変なご苦労をされながら、

歯を食いしばって、今の立派な農場に作り上げて

こられました。

　そしてそこで日本人が培った開墾と酪農の技術

が周辺に伝播して、現在の北海道の酪農が形作ら

れたのです。アメリカから来たのは機械と牛だけ

で、人は来なかったのですが、技術は日本の風土

の中で生み出され、広がっていきました。また篠

津では、ドナーは酪農を考えていたのですけど、

日本側がとにかく米を作らせてくれと強く要求し

て、ドナーがそれを飲んだわけです。与えられた

農業機械は、使い物にはならなかった。むしろ日

本にあった技術の方がはるかに上だった。つまり

事実上資金だけを貰ったということが機動力とな

って、篠津は現在、立派な米どころになりました。

　ですから考えて見ますと、受け手側のモチベー

ションがすごく大きかったからこそ成功したのだ

と思います。ここで加藤さんの方から援助機関の

立場に立ってコメントをいただければと思います。

加藤：我々援助の世界にいますと、現場で経験す

ることと、ニューヨークとかワシントンとかパリ

で話すことの言葉の違いに非常に違和感を覚える

ことがしばしばあります。今、藤倉先生がおっし

ゃった、受け手側の意思みたいなものも、例えば

援助業界では「オーナーシップ」なんて言われる

のですけども、そういう言葉では、例えば今日い

らっしゃる二人の方言っていらしたような、本当

にリアリティーに富んだ、人生をかけたような話

というのが、とても表現しきれないと感じるよう

なことがあります。

　今日私が一番ここで学びましたことは、本当に

現場で人生をかけておられた方の重みです。我々

が援助という世界でこれを翻訳すると、やはり

我々のパートナーである途上国の技術者とか農民

とかとの間で、どれだけリアルな関係を持ちうる

かということが非常に重要だろうと改めて感じる

次第です。ただ、リアルな共感を仮にもったとし

て、それを言葉で表現する際には、やはり我々と

しては若干違和感があるけれども、オーナーシッ

プという言葉を使わないといけない。すなわち、

そのような言葉を使わないと共通のランゲージに

ならないので、その言葉を使いはするけども、そ

の言葉を発するときに我々はどういう現場のリア

リティーをもっているかというところが非常に重

要だと、強く感じた次第です。ですから、その辺の

こういうリアリティーを感じること、感性といい

ますか、それが本当に重要だということを、今日

身に染みて学ばさせていたところです。

　援助の文脈において今日のお話から何を学ぶか

という点でいくつかあるのですが、少しだけ触れ

たいと思います。例えば技術移転というものが成

功裏になされるにはいくつかの前提条件があると

いう話がありました。ただ現実には、前提条件と

いうものがプロジェクトの始まる前に、予めある

場合であるばかりではないので、前提条件をつく

りだすことも含めて何らかの働きかけの中に入れ

込むことができるのではないか、というお話があ

ったと思います。私は本当にそのとおりだと思い

ます。例えば小規模な農民たちとともに一緒に働

いている普及活動が、どういうときに成功するか

というと、一人ひとりの農業者たちがまず自分が

できるということに自信を持つ、それから目的を

持つ、目的を達成するための適切な手段が与えら

れるということがいくつか必要なことなのです
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ね。しかし、そのような自信や目的というのは、事

業の前提として与えられているわけではかならず

しもない。むしろ、そういうことは、信頼関係をつ

くるというような地道な活動をすることによっ

て、後からうまれてくる、つまり前提条件が活動

の過程で生まれてくるということがあると思うん

です。

　今日の事例からのもう一つの学びは、外部者の

役割という点についてです。それから外から来た

人…村の援助に携わる人間というのは、どうして

も相手国の人にとっては外部者なんですけども、

外部者である我々に対する信頼感というのを勝ち

うるために色々な努力がされていると思います。

場合によってはその信頼感を勝ちうるためだけに

一年、一年半、二年と時間をかけることもあって、

実はその間東京からはお前ら何やってるんだとい

うように現場の専門家から言われることもあるん

ですけども、結果としてはそのように時間をかけ

て信頼を勝ち得たプロジェクトだからこそうまく

いったということもあります。このような点で

も、今日色んな示唆をいただいたお話は我々が現

場で実感していることと相当符合するのではない

かと思いました。

　さて、私冒頭のご挨拶で、歴史の振り返りが重

要だというように申したのですけども、振り返り

をするにあたっては、二つの視点が重要かなと思

います。一つは、このように個別の事例に即した

非常にリアリティーに富んだミクロな話を丁寧に

繰り返すこと、そういう振り返りは必要だと思い

ます。そしてもう一つは、例えば世銀との関係に

おいては、もしこれをマクロ的に考えてみて、開

発金融というものが日本の戦後の復興においてど

う役立ったかというような、そういうレベルで大

きく捉えることも必要かなと思います。

　最後に、世界銀行というのは、我々援助に携わ

る人間にしてみれば、若干、権威のある組織です

ね。権威の源泉というか、正統性がある組織とみ

なされると思うのですけども。今日話をうかがっ

ても、少なくとも当時は相当色んなことがあった

ようだなと思わせるお話がたくさんありました。

なぜ根釧大地に世銀がこれほどまでにこだわった

のか、非常に興味があります。それから新幹線の

建設というプロジェクトは当時、鉄道技術として 

世界最高水準の技術を駆使したものだったと思う

んですね。そういうことになぜ世銀が融資したの

か。世銀における意思決定を見ても、非常に興味

深い事例がたくさんありました。だから世銀を別

に仰ぎ見る対象として見るのではなくて、リアル

な我々とそんなに違わない人たちが集まっている

ところである、開発のことを考えている人たちも

いるけれども、ポリティクスにされている面も

多々あって、そういう集団が世銀というものを構

成している、というふうにみて、この大きな組織

とうまく付き合っていく必要があると思います。

司　会：ありがとうございました。青野さん、奥

山さんにお尋ねしたいのですが、お二人とも入植

にあたって親から勘当されたとか家族の大反対が

あったとかいうわけですが、ご家族あるいはご両

親は、何を見て「そこに行ってはいけない」と言わ

れたのか。また、お二人の方は「やれそうだ」とお

思いになったわけですけども、そのきっかけとい

うのは何だったのでしょうか？

青　野：私の父親は小笠原の父島生まれなんです。

祖父は茨城県農家の次男でしたので独立しなけれ

ばならず、父島に渡って農業を始めました。祖父

は私の父親に、農業をやるなら北大に行けといい、

北大で予科に入り、予科をやってから、東京府立

一中から入ってきた人がいたんですね。それがみ

な東大に編入しちゃった。一人だけ残されて、そ

してそこから北大から１年後東大に編入し、東大

の農学部を卒業しています。祖父は小笠原の開発

をやっているわけですけども、祖父にすると、私

の父親というのは技術者だから、俺の目の黒いう

ちは小笠原で農業はやらせないと父にいうわけで
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す。それで父親は、埼玉県鴻巣農事試験場、さらに

兵庫県明石の試験場に行きました。明石の試験場

は当時に農業の最先端技術を持っていたわけです

が、そこで園芸部長まで行って農家の指導をし、

場長の椅子が回ってきたのですが、国と県の方針

によって自分の思うような研究ができないという

ことで、それで結局やめてしまって、海南島の開

発に携わっていたんです。そこで資生堂海南島開

発株式会社に勤務していたのですが、祖父の死に

より退社し、昭和17年に父は祖父の事業である

硫黄島と台湾の農場経営を継ぎました。

　そういう経過をもっていますから、父にすると

そもそも日本人は農耕民族であり牧畜民族ではな

い、また根室というのは気象状況・土壌条件全部

調べてみれば分かるのですが、これはとても農業

をやるようなところじゃないと考えておりました。

　確かに大々的に開発されてはいますけども、結

局、牧草にしても、青草の期間は4 ヶ月か5 ヶ月

しかないわけです。その間に80頭から100頭の

乳牛から牛乳を600トンとか700トン搾る。その

ための飼料をつくらなければならない。そういう

ことがあるので、これから心配されることは、規

模拡大しても要するに例えば機械が大型化すれば

償却だとか建物もやらないといけない。ニュージ

ーランドは搾乳施設だけあれば良いのですが、道

東は施設が無いと冬の間零下30度くらいになり

ますし、風も吹きます。そのため非常に施設・機

械も大型になります。だから粗収入は大きいけれ

ど、取り前はそんなに大きくないですし、また牛

は生き物で搾乳となれば365日勤務のようなもの

です。それに若い人たちがどれだけ挑戦できるか

というこれからの問題があります。以上です。

司　会：奥山さんはいかがでしょうか。ご家族の

反対はどういうところからきたのでしょうか。

奥　山：日本の農業というのは米作が農業だ、酪

農や畜産の農家は農家じゃないという何か変な文

化的な何かがあるのではないかなというふうに思

います。根釧原野でも米を作る気になって水田の

試験跡地が今でも残っています。ですから、あそ

こで米をつくるというのは到底考えられないよう

なことを、国自体があそこで米を試験的に作った

経過もあります。

　それともう一つはパイロットファームの入植者

の中で成功者…成功者というか、何とかやってい

た人と、それから脱落した人と大きく二つに分か

れます。それで、成功者はほとんどお金を持って

きていませんでした。極端にいえば裸一貫で来た、

そういうような形の中で努力した。ところが全部

財産もたたんでお金もがっちり持って、家族で来

たというところは、もうほとんどといっていいく

らい脱落したのではないかなと思います。先ほど

もちょっといいましたけども、大東亜戦争の特攻

隊の心境…いわゆるもう家にも帰れない、祖国に

も帰れない、というような命を投げ出すような意

気込みで来た人が成功してるのではないかなとい

うような気がします。

司　会：ありがとうございました。背水の陣です

ね。それでは会場の方から質問をお受けしたいと

思います。

会　場：いわゆるプロジェクト重視的な形で新設

された農地公団が借入金となって日本政府が保障

したとございますけども、プロジェクトの成功か

成功じゃないかということの一つの大きな要因は、

借りた人がお金を返せるか。私はここで申し上げ

ているのは、日本政府なり農地公団が返したとい

う事実ではなくて、入植者の方々がお借りになっ

て、先ほど青野さんのお話にもありましたけども、

250万円要求されたうちの5万円程度で来られて、

背水の陣で成功されたと思うのですが、極めてハ

イリスクの仕事であったと。250万円…現在の価

値にするとおそらく1億円とかそういったような

金額かと思うんですけども、その際に、非常にこ



8

こで農業経営が圧迫されたということで、個人個

人ではお金が回らない方も非常に多かったのでは

ないか。それから書かれている43戸が組合との

取引が停止されて、その後どうなったのか。ある

いはその10戸で無断離農されたという方が、そ

の借り入れをどうされたのか。基本的には政府が

保証しているということで返せたということであ

りますけども、プロジェクトでの中のお金の回り

方として果たしてどういうような形で対処できた

のかというとこをお聞きしたいと思います。

司　会：それは青野さんか奥山さんにお答えして

いただきたいと思います。私の理解では、離農さ

れた方の借金は、残った農家の方が肩代わりした、

と聞いています。それでよろしいでしょうか？

青　野：えぇ、役員がしたのと、それから組合員

がいますから、そういったかたちで欠損処理をや

ったという記憶はあります。

司　会：奥山さんは？

奥　山：大変難しい問題ですけど、みんながです

ね、先ほどの講演でもありましたけど、一致団結

といいますか、これは農協の職員から役員から組

合員から皆が協力しあった。これは稀に見るかた

ちではないかなと。言い換えれば日本人本来の姿

ではないかなというような形で開拓に打ち込んだ。

それから農協が苦しんだというのは農協組織自体

の問題ではないかなと。金融機関である…農林中

金はじめ、北海道には信連というのがあるんです

よ、農協の上に信連があるんです。この締め付け

なんです。一切の金融をストップする。もうそこ

としか金融取引をしていないから、どこも相手を

してくれるところは無いですし、あとあるとした

ら高利貸しです。その高利貸しから借りて組合員

の生活費を供給したという実例があります。

　そのくらい皆が団結してその苦難を乗り越えま

した。だから38名とも45名とも言われる人たち

の組合員を、農協が、主人公である組合員を強制

離農させたんです。これも稀に見る形です。みん

なで生きていくためにはやむを得ないというよう

な形でやった仕事、このときの決断は断腸の思い

だったと、妻沼組合長も何回も話をしていました。

青　野：農協のほうも大変だったんですね。餌や

肥料は開拓保証資金という制度で道開連（北海道

開拓農業協同組合連合会）から資金を春に借りて、

それで秋には払うということになるんです。しか

しそれがなかなか滞って、乳代がゼロになった。

それでどうしたかというと、農協の参事が全部工

面して、農林漁業資金や農林中央金庫の資金など

の資金が来るまでの間の一時しのぎとして、系統

ではない雪印から一時的に借りるなどして凌いで

いたという経過もあります。

司　会：ありがとうございます。それではその後

ろの方。

会　場：世銀も単純にお金を貸しているだけでな

くて、技術者を派遣して計画づくりをしていたと

思うのですけども、その辺りの役割分担というか、

どのように計画の中で整理していったかを、もし

お分かりであればお教えいただきたいと思います。

梅　田：いわゆる現場では世銀をあまり意識して

いなかったと思うのです。ただ自分たちのプロジ

ェクトをやっていこうということだったと思うの

ですね。例えば、客土するためにいわゆる事業計

画としては、泥炭の下層の粘土を掘りあげて入れ

るんです。それは非常に困難な工事でした。とに

かく技術改良・技術発展をさせてやってきました

ね。そのときに何も世銀を意識したわけではない。

　ただ、農地開発機械公団を通じて、世銀から機
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械などが導入されたというのは大きな力だったで

しょう。ただそのときに実は北海道では、ポンプ

客土と送泥客土にはっきり分けています。ポンプ

客土というのは、いわゆる世銀からの機械を使っ

ていわゆるポンプ船で掘削した土を搬送する。送

泥客土というのは、普通の土をタンクの水で溶か

してポンプで送る。そのときに泥の質によって、先

ほど申し上げましたけど、普通土だと砂状になる

から送りやすいんですね。そこは技術屋さんの競

争があって、お互いに発展したんじゃないかと。

　篠津においては粘土で粒子が非常に小さく、畑

作や営農作業用機械の走行に対して必ずしもプラ

スじゃない。そこで山からの土をいれたいという、

農家の意向があり、そのための世銀関連の機械で

は十分対応できず、日本の機械がつくられた。そ

のとき必ずしも世銀の機械がダメだからというの

ではなくて、外国のものを使ったけどより利用し

やすい自分たちの機械を開発して使うというよう

な意識だったと思います。

司　会：愛知用水では、アメリカからコンサルタ

ントが黒船のようにやってきて、ロックフィルダ

ムなどいろいろのことを教えてくれたわけです。

一方で根釧のほうではアメリカ人など外国人が来

た形跡が全くみられません。世銀の担当官が事前

の調査で来ましたけども、そのあとは全然来てい

ないようです。入植者の方に外国人を見たことが

ありましたか？と聞いても、来ていないと一様に

お答えになります。

　営農計画は北海道庁が何度か書き直してはいま

すが、世界銀行やアメリカのコンサルタントから

何かを言われた形跡はなくて、本当に何もなかっ

たようです。機械の操作にしても、英語のマニュ

アル送られてきただけで、それを日本人のオペレ

ーターが自分たちで翻訳しながら覚えていったと

いうことです。

　ただし、後になって、北海道庁の方や農家の方

が、アメリカに研修に行かれています。…これは

世銀の融資とは別だと思うのですが、奥山さんも

アメリカに行かれということで、よろしければ、

アメリカにいつ頃行かれて、どのようなことをさ

れたのかお聞かせください。

奥　山：一緒に行った仲間が、今日3人見えられ

てます。1年に1回は必ずどこかで集っているの

ですけども、日本各地から我々の仲間は派遣され

ました。それで、アメリカへ行ったというのは、道

東農場という完全共同経営の中から派遣されたん

です。ですから当然アメリカの共同経営を勉強し

てこいという命令です。だからお金も全部道東農

場から出していただきました。それで国際農友会

が、私の希望を100パーセント取り入れてアメリ

カのカンパニーではなくコーポレーションの牧場

に入れてくれました。兄弟でやっている牧場です。

3名で一つの大きな牧場に入りました。ここでは

非常に勉強になりました。

　日本人も、アメリカで共同経営で大成功を収め

ている牧場はたくさんあります。ところが共同経

営は日本だけは軒並みつぶれました。イズムでや

っているヤマギシの牧場だとかは別海にはありま

す。それから思想・宗教にかたまった牧場…これ

はやはり強いですね。ところが僕らは全くの思想

の自由、宗教の自由の中で企業的な共同経営とい

う形でアメリカに渡りました。そして1年間勉強

してきて、それを発揮することなく解散農場長と

なったのが私です。これも哀れな人生の１ページ

です。以上です。

司　会：ありがとうございました。中山教授から

ありますか？

中　山：プロジェクトとしての評価について、篠

津の例をお話いたします。篠津のプロジェクトと

いうのは、世界銀行的に見るとたぶん失敗したと

見られています。どうしてかと言えば、最初に予

定されていた融資額のうち、実際に日本に対して



10

支払われたのは37パーセントしかありません。

援助関係者の皆様が自分のプロジェクトの支払い

が30%だけになったら、それは大失敗で、もうそ

んなプロジェクト二度と見たくないという心境に

なると思います。

　篠津に関してそれは何を意味するかというと、

世界銀行からのお金を必要としないでも、篠津で

の泥炭地開発は、北海道における泥炭地開発の金

字塔といわれるほどの成功を収めたということで

す。世界銀行はそもそも篠津では酪農を計画して

いました。ところが、日本人はどうしても米をつ

くりたいので、世界銀行の専門家を説得し、世界

銀行の専門家が、日本人がそんなに言うのであれ

ば米を作らせようと決意しました｡ そういう歴史

が、先ほど梅田先生からご紹介のありました、北

大名誉教授の佐久間先生による石塚先生の回想録

にも書いてありました。それは何を意味するかと

いうと、泥炭地を牧草に転換するための技術体系

というのは世界銀行が内部技術として持っていた

かもしれないのでが、泥炭地を水田にするという、

世界銀行の技術陣がもっていない技術が必要な事

業に対して、あえて融資したということです。支

払いが37パーセントに終わったのだから失敗で

あるという評価を、世銀は下しているかもしれま

せん｡ しかし、実際には日本が技術開発に成功し

て、篠津の泥炭地は緑豊かな水田になっておりま

す。普通の海外援助プロジェクトの評価軸と、プ

ロジェクトが実際にどのような便益を当該国にも

たらしたかという見方とは、必ずしも方向性が一

致しない場合があるのかもしれません。篠津の泥

炭地開発のプロジェクトは、その典型かもしれま

せん。私には、このプロジェクトは非常に興味深

いのです｡

　もしかしたら、失敗だと評価を受けて終わって

しまった過去のプロジェクトの中でも、よくみる

と、現地に多くの便益を与えていたものが有るか

もしれません。そのような視点で、我々は開発援

助プロジェクトを見なければいけないということ

が、篠津泥炭地開発から我々が学ぶべき教訓かも

しれません。

司　会：ありがとうございました。根釧でも、お

よそ半分の農家が離農してしまいました。ですか

ら、ジャーナリズムの世界では、あれは失敗だっ

たと言われます。けれども私が、実際に現地で調

査をさせていただいたら、当初計画より立派に酪

農が行われていて、とても失敗だったとは思えま

せん。何をもって成功とするか失敗とするかとい

うことですが、離農者が多かったという点では、

上北にしても根釧にしても失敗ということになり

ます。ただし、そこで酪農が行われて、続けられて

いれば成功であると判断するのならばこれは間違

いなく成功です。

　他にご質問は…では、そちらの方、次にそちら

の方。お願いします。

会　場：今私の頭の中でちょっと二つ気になって

いることがありまして、一つは、被援助国として

現場でできたこと。これは日本人だから出来たこ

とがかなりあるのではないかなと感じました。も

う一つは援助する側の現場として、日本人だから

出来ていることがあって、現場レベルで相手側と

寄り添って、共感して対策を一緒に練っていくと。

我慢強くやっていくというのは、今いろいろな援

助機関がありますけども、おそらく日本の援助の

特徴になっているんだと思います。

司　会：もう一方お願いいたします。

会　場：今篠津の開拓をやろうとすると、世界銀

行の環境配慮のガイドラインにひっかかってプロ

ジェクトはできないのではないかと思うのですけ

ども、そういう中で、推進する側、あるいはそれを

止める側が、最終的に意見を一致させて同じ答え

を出すとするとどういうというところに重点を置

いて、議論を進められるべきなのかということに
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つきまして…ちょっと難しい質問ですが、アイデ

アを頂ければと思います。

梅　田：非常に難しい質問というか、今の質問の

レベルまで私が到達していないのではと思うので

すが。ただ現在の篠津があった形の段階にいます

よね。きっちりとスケジュールが決まってゴール

が決まって進んだわけではなくて、一つ一つステ

ップを踏んでいったに過ぎないと思うんです。一

つ上がることが上がって、その段階で次にいった

んじゃないかと。

　先ほどからお話を聞いて、どうも我々はきちん

と計画があると言ってあまり計画を立てないで、

かなり曖昧性を残して進んできているんですね。

それが案外うまくいってるんじゃないか。特に農

業の場合は応変力とでもいいますか、いろいろな

技術が輻輳して進歩していきますよね。そのとき

に色々なものが進んでくるから、あまり形を決め

ておいてもできない。むしろそういうステップを

踏んだほうがいいんじゃないか。そしてステップ

を踏んで一段上がっている、これは頭で考えると

もっと長い路線を考えてもいいと思うんですが、

先ほどから別海のほうでお話がありました。もう

引き下がることができなかった、というのですけ

ども、篠津も当時国有地で残っていまして、そこ

へ樺太から引き上げてきた方とか、国内道内の他

所からも入ってきて、いずれも皆必死でやったと

いうことです。

　篠津開発をはじめ第2次大戦後の状況を現在に

置くことは困難でしょう。ただ、この種の議論は

かなりの幅をもったというか、ある種の曖昧性を

もってステップを進めるしかないと考えています。

この応変力を容認しての議論は、現代的には容認

され難い面も含んでいることは十分承知していま

すが、農業と環境の課題は相互乗り入れの幅をも

つことが必要と考えています。

司　会：ありがとうございました。先ほどの映画

には、木をなぎ倒すレーキドーザが出てきました

けども、あれを今日的視点で見るならば環境破壊

のそのものということになり、今、同じことがや

れるのかなぁと思っていました。あの地域は牧草

地として開発されましたが、それもできずに残さ

れたところが釧路湿原であって、ラムサール条約

に登録されています。今の視点で当時のことを見

てはいけないのですけれども。

　さて、この根釧の記録を後世に残したいという

ことで、奥山さんがご自宅に、夢交流館をお造り

になって、資料を集めておられます。また、廃校に

なった小学校の校舎を博物館にしておられます。

その辺のご苦労や農業機械を保管したいという思

いもお持ちのようなので、奥山さんにその辺りを

お話頂きたいのですがいかがでしょうか。

奥　山：もう終わりに近くなってきたのではない

かなと思いますので、もう一言だけ付け加えさせ

ていただきたいと思います。今話する中に、今司

会者から言われました「思い」というものが入っ

ているのではないかなと思います。

　その後床丹第2地区という地名が消え、現在は

豊原という地名に変わりました。それから「根釧

パイロットファーム開拓農業協同組合」は、「パイ

ロットファーム」という言葉が全くなくなりまし

て、今は中春別農業協同組合になりました。今「パ

イロットファーム」が残っているのは、別海町が

主催している42.195キロフルマラソンコースの

「パイロットマラソン大会」。毎年１千何百名か集

まって盛大にやっています。それから「パイロッ

トフォレスト」。このパイロットフォレストとい

うのは、4か町村くらいが一緒になって、約1万ヘ

クタールの植林地です。これも日本一です。別海

町も一部その中に入っています。それからカーナ

ビなんかで今出てくるのが、パイロットファーム

の近くにあった道道ですね。本州で言えば県道。

が走っていると「パイロットロード」という字が

出てきます。これだけが、幸いに現在も使われて
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いる慰めになっています。あとは全部消え失せま

した。それから、その後本当に忘れられたように

このパイロットファームというのが話題にもなら

なくなったし、聞くこともなくなりました。

　そのような時に、東大の中山教授、法政大学の

藤倉教授が私のところに三年前から来て、歴史経

過だとか世界銀行の対日援助について色々お調べ

になりました。そして北海道大学で第一回目の講

演会、中山先生・藤倉先生が中心となって行いま

した。二回目は私達の別海町で国際セミナー、ア

メリカからも来ていただきました。それから三回

目は本日の国際協力事業団でのセミナーです。根

釧最大の国家事業であったこの開拓、根釧パイロ

ットファームの資料が全く無いといったら、ちょ

っと怒られますが、残っている資料が本当に少な

いんです。ほとんど焼却か何か、処分されていて

どこへ行っても無いです。地元の記念碑だとか、

あるいは地元の入植者が書いた『根釧パイロット

ファームの光と影』（芳賀信一著）という本が最も

貴重な資料となって残っています。そのような状

況の中で、本当に先生方は大変なご苦労をされて

今回の調査、現在の結果になりました。このこと

は改めて、心から厚くお礼を申し上げたいと思い

ます。

　今、歴史を大切にしないという風潮があるので

はないでしょうか。大学でも高校でも中学校でも、

歴史の勉強は本当にお粗末、僅かな時間しか取っ

ていないような気がします。このことは大きな失

敗に繋がると私は考えています。また根釧パイロ

ットファームの入植者をはじめ、多くの関係者が

血のにじむ思いで繋いできたこの歴史を、後世に

伝えるべき任務が私たちにあると思います。特に

藤倉教授にお願いしてある、今までの調査と２回

の講演会を一冊の本にして、歴史として後世に残

していただきたいとお願いすると同時に、根釧パ

イロットファームの歴史的遺産、入植当時のブロ

ック作りの本当に見事な住宅とキング式の牛舎。

開拓者がこういうすばらしい住宅と牛舎に入った

ものですから、色々悪くも言われました。そうい

う中で、画期的な機械開墾といわれたレーキドー

ザーですよ。できればウィンチで排土板やレーキ

ドーザーを上げ下げする昔の古い型。ほとんどこ

の古い型でもって、開拓を進めました。これを豊

原の資料館に保存し、後世に伝承し、農業農村が

有する多面的機能を発揮することにより、農業の

振興と、農村地域の活性化を図るよう今後とも私

も努力したいと思います。

　偏見と独断なんですが、農業には多面的機能が

あるんです。私が本当に苦しい立場になった時、

農業には５つの機能があると考えました。これを

農業基本法に入れてもらおうと、私は農水省や農

水省のOBに要請するために、東京通いをしばら

くやりました。今の新しい食料・農業・農村基本

法が、今の農業の基本法としてあるのですが、こ

の中で農水省は一口に多面的機能といっています。

そのうち小出しに、今6次産業という新しい言葉

も出ています。これらが全部含まれているのが、

私が月山富田城で考え出した農業がもつ５つの機

能で、これを私は酪農の哲学として今まで頑張っ

てきたつもりです。それをちょっと言わせてくだ

さい。

　一つ目は、なんと言っても、食糧生産供給機能

です。世界の人口は今70億人です。皆さんにぜひ

農業者として言っておきたいのですが、私の尊敬

する先輩に教わったことで、「人間、食料がないと

いうことは原子爆弾より恐ろしい」ということな

んです。

　二つ目は、人格形成教育機能です。新しい基本

法の中に組み入れるのに一番苦労したのが、これ

なんです。我々のような学の無い人間が偉そうな

ことを言っているもんだから、東大法学部出の事

務次官クラスが、何で農業に人格形成教育機能な

んかあるんだと言ったんです。それから文部省も

なかなか理解してくれなかった。これは全く古い

考え方かもしれないけれど、人格とか教育はでき

るだけ若いときに、汗にまみれ土にまみれ、体の
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限界までの体験をする場所なんです。だから必要

なんです。その体験をしたものだけが本当の幸せ

や本当の喜びを感じられる人間になれるのではな

いかなと、私はこれを哲学として今までやってい

ます。これはアメリカの蘭の帝王松井さんにも教

わりました。子どもたちはみんなハーバード大学

を出たと、だけどその子どもは小さいときに、小

遣いもやらないで、全部自分で働かせて苦労をさ

せた。それで4人ともハーバード大学を出た。こ

のことは、ギネスブックに載ったそうです。

　3番目が地域の活性化機能です。農業が最も大

きく地域社会に貢献するのです。第一次産業はい

ままでのように生産だけでなく、消費者のために

も地域が中心になり、第6次産業実現に努力しな

ければなりません。

　それから4番目は、リゾート保養的機能です。

農村の素晴らしい自然、それから景観。これは国

民の癒しの場所です。2,300万円というお金をか

けて交流館をつくったのも、そのためだったので

す。都市と農村の交流。夢伝承というのは根釧パ

イロットファームを後世に繋ぎたいということで、

青野さんたちと一緒につくりました。

　それから最後に、国土の保全機能。酪農はデン

マークのように、国土の保全と高級栄養食品を生

産している健土健民の思想により肥沃な土づくり

がなされているんです。ですから不毛の大地とい

われたこの別海町は、今は緑の大地です。この50

何年かの間に 本当に変わりました。このことを私

は自負しています。

　根釧パイロットファームにおける世界銀行から

の対日援助による機械開墾は、日本の人畜力によ

る開墾に革命的な転換をもたらしました。この事

業は大成功だと私は考えています。またパイロッ

トファーム事業は、小学校5年生の社会科の教科

書にも出ていました。それから昭和33年6月に皇

太子陛下が行啓しパイロットファームの開拓状況

を現地視察されています。また日本各地から毎日

のように視察者が来ていました。それと同時に新

聞や雑誌等のマスコミからパイロットファームの

紙面を数多く見ました。そういうような状況の中

で、これからも頑張っていきたいと思います。

司　会：ありがとうございました。私がまとめる

べきことはすべて奥山さんに言っていただきまし

た。時間も尽きましたのでこれを持ちまして今日

のセミナーを終わらせていただきたいと思います。

長時間にわたりご清聴いただきましてありがとう

ございました。
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「パイロットファームに入植して～酪農の未来に向けて」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山　秀助

　パイロットファームへの入植

　私は昭和33年度、根釧パイロットファームに入植いたしました。入植の動機ですが、昭和32年の8月、

私は友人と2人で根釧パイロットファームの見学をした際、「この広大な大地が、なぜ開発されなかっ

たのか？見たところ、木もまずまず伸びている、草も私の出身地北海道の水田地帯名寄市風連町に負け

ない。」と思いました。これが入植の動機となり、当時水田5ヘクタールの米作専業農家の長男であっ

た私がパイロットファームへの入植を決意しました。家族親戚は猛反対でした。親もまだ若く、兄弟も

7人、今後の農業経営を考えると広い土地で酪農をしたいと22歳の若さで考え、家族親戚にお願い、入

植を許してもらいました。しかし入植には酪農経験があるか、年齢、妻帯者であるか、婚約者はいるか、

持参金25万円は用意できるか、といった条件がありました。持参金25万円は何とかなると言いましたが、

本当は5万程度しかありませんでした。ようやくなんとか合格し、45日間の実習から始まりました。33

年度の4月から居小屋で7名の協同生活。仕事は牛舎住宅建設の手伝いと井戸掘り、機械開墾の手伝い

などでした。計画通り建設開墾が進み、昭和34年度個人経営でスタート、馬・乳牛も導入され、希望

に燃え、頑張った1年でした。

　共同経営への参加とアメリカでの実習

　34年度の秋頃から、何人かで今後の経営のあり方等を議論する中で、マスコミ、学者達から近いう

ちに農業の基本法が発表されて、農業は変わるとの話になり、我々も考えるべきとの話になりました。

その頃、32年度の入植者4名で共同経営を行っていました。我々33年度入植者2名も土地続きなので

共同経営に加わらないかとの話があり、

何回か話しあった末、共同経営に参加す

ることにしました。しかし32年度入植

者の1名が脱退することになり、33年度

入植の我々2名と32年度入植3名の計5

名で、昭和35年度再出発しました。目

的は儲かる企業的完全共同経営でした。

また、パイロットファームで初めてトラ

クター附属農機具セットで導入し、機械

化農業の第一歩を踏み切った新しい年と

なりました。

　当時はビート・馬鈴薯を耕作していた

ので、農場の作業の他に入植者に頼まれ、春先は24時間トラクターが稼働しました。この年は乳牛も

畑作トラクターも計画を大きく上回り、良い年でした。今後の規模拡大と企業的な経営等を考え議論す

る中で、外国の共同経営の牧場で学んできてはどうかとの話になり、何回か話している中で私に国際農

アメリカでサイレージ作りをする私
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友会のアメリカ農業実習生1年間の試験を受けるようにとの話になり、私も考えていたので試験を受け

ることにしました。試験は合格。昭和36年4月6日プレジデント・ウィルソン号にて横浜から出航、2

週間かけサンフランシスコに着きました。希望通りの牧場で1年間の実習を無事に終わり、帰りは飛行

機で昭和37年4月16日帰国しました。

　共同経営の解散

　私の帰りを道東農場のみんなが待っていま

した。まず場長が私に相談があると言って話

し合いが始まりました。場長は、今後みんな

をまとめていく自信がないと色々なことを話

してくれました。その上私に農場長を引き受

けてくれ、頼む協力するからとの話になり、

まもなく通常総会を開き、決算、事業計画、

役員改選となりました。全員の賛成で私が場

長に決定しました。

　共同経営には、大きな問題点が何点かあり

ました。まず私達の根釧パイロットファーム

開拓農協が資金繰りが出来なくなっていまし

た。このため組合員の家計費も計画通りは出せないようになり、お年寄りや女性から、共同だから家計

費も出ないと言われるようになりました。また、生産意欲、労働意欲が低下していると思いました。し

かしこの1年は、みんなで話し合い最も良い方法を見出すことで営農をスタートさせました。この1年

は会議の回数も多く、経営が心配されましたが、計画通りの生産で1年が終わり、今後完全共同経営を

続けるべきかみんなで何回も会議を開きました。特に今農協、営農指導所が考えている営農5ヵ年計画

書を出してもらい、ＡからＥまでの5段階に分ける話もあり、昭和38年には結論を出すと日程が決め

られました。農業基本法もできましたが、共同経営にはあまり力が入っていないこともあり、色々と意

見はありましたが、結論は発展的解散をするということで共同経営は解散、トラクターを始め機械の共

同利用で個人経営にすることに決定しました。個人経営になり、5戸が別々に5カ年計画書を提出しま

した。なんとか5戸全戸Eランクは1人も出なかったことは、なによりよかったと思います。

　勇気、決断、信念、実行

　その後若い経営者で酪農青年研究会

を立ち上げ、家族経営の規模を始め、

色々と議論を重ねました。当時私はア

メリカ帰りということで、意見を求められることが多かったのですが、夫婦2人の家族経営で搾乳牛50

頭の規模は最低でも必要だと話しました。若い経営者は理解しましたが、年上の経営者にはまったく理

解してもらえませんでした。そこで私達は考えました。数字を入れないで、ゴールなき規模拡大。この

パイロットファームで一番最初に導入されたトラク
ター。右が私、上に載っているのが妻。
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言葉は、私達が考えた言葉を目標にして「勇気・決断、信念・実行」、すなわち勇気もって決断し信念

をもって実行するをモットーにして努力しました。関係機関のご協力と多くの友人に支えられ、根釧パ

イロットファーム入植者の中で1番早く私がこの目標を達成しました。

　また中春別農協は何度かの再建農協の危機を乗り越え、今は牛乳生産12万トン、販売高120億円、

預金保有高118億円と、現在農協は理念と信念を持った素晴らしい農協になりました。

　また日本の農家1戸当たりの耕作面積は1.5ha、北海道の1戸当たりの耕作面積は25ha、別海町1戸

当たりの耕作面積75ha、私達中春別農協の1戸当たりの耕作面積は80haです。その陰では、日本一の

規模といわれる交換分合事業（床丹AB工区合わせて8,600ha）と新酪農村への再移転（新酪94戸のう

ち62戸がパイロットファームからの移転）という大事業があったのです。

　今から半世紀余り前の別海町は不毛の大地と言われていましたが、世界銀行の対日援助による画期的

な機械開墾は開拓の革命でした。別海町の酪農牛乳生産量はダントツの日本一になったことを考えると、

根釧パイロットファームの国家事業は大成功であったと思いますが、この事業に多くの人が献身的に努

力してくれたことは忘れてはなりません。機械公団の皆様方またオペレーターには、考えられない苦労

がありました。また別海町の前町長佐野力三氏は役場職員の時、上杉町長から、君は役場の職員か中春

別農協職員かと言われる程農協に通って問題解決に努力されました。後日、佐野別海町長として農協が

大変な時の総会には必ず来てくださったことは忘れてはならない。これらのことは、後世に歴史として

伝えるべきであると思います。

　最も辛かったこと

　私が根釧パイロットファームに入植後最も辛かったことが3回ありました。１つは道東農場解散です。

解散後に営農5ヵ年計画書を書きましたが、2千円書き間違ったらE層であったと営農指導所で後日の
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笑い話になりました。

　次は、交通事故で妻を33歳で亡くしたことです。小学校6年生の長女、小学校3年生の長男、小学校

入学前の次女3人の子供を残し、この世を去りました。

　最後に1人息子を17歳でガンで亡くしました。何でこんなに不幸が続くのかと弱気になり途方に暮

れた時、多くの人、多くの友人に助けられました。しかし、経営継続は無理ではないかと世間で話され

ていました。子供達と相談した時、酪農は好きなので続けたいと言ってくれました。私は第二次世界大

戦時の特攻隊の心境になり、酪農経営を続けることを決断しました。同時に昔の武士山中鹿之助の月山

富田城を見に島根県に行き、今は石垣しかない城の跡で残された子どもの事、今後の酪農経営の事色々

考えました。

　農業の社会的機能

　私は5つある農業の役割・機能を酪農哲学と

しました。

①食糧生産供給機能―世界の人口は今70億人で

す。「人間、食料がないということは原子爆

弾より恐ろしい」ということなのです。

②人格形成教育機能―人格とか教育はできるだ

け若いときに汗にまみれ土にまみれ、体の限界まで体験することです。

③地域の活性化機能―農業が最も大きく地域社会に貢献するのです。第一次産業はいままでのように生

産だけでなく、消費者のためにも地域が中心になり、第6次産業実現に努力しなければなりません。

④リゾート保養的機能―農村の素晴らしい自然と景観こそ、国民の癒しの場所です。数多い小鳥・リス

等を見ながら森林浴ができるのも農業の機能です。

⑤国土の保全機能―酪農はデンマークのように、国土の保全と高級栄養食品を生産している健土健民の

思想により肥沃な土づくりがなされています。不毛の大地といわれたこの別海町は、今は緑の大地と

なり、生乳生産量は断トツ日本一です。世界銀行の対日援助による根釧パイロットファームの機械開

墾は、これまでの人畜力による開墾からの革命的な転換となりました。この事業は大成功であったと

私は考えます。この50何年かの間に 本当に変わりました。このことを私は自負しています。

　パイロットファーム歴史の伝承

　この根釧パイロットファーム事業は、小学校5年生の社会科の教科書にも出ていました。昭和33年6

月には皇太子殿下が行啓され、パイロットファームの開墾状況を視察されました。また、日本各地から

毎日のように視察、バスで見学者が来ていました。それと同時に新聞その他雑誌、マスコミでも、根釧

パイロットファームが数多く紹介されました。

　その後地名も「床丹第2地区」から「豊原」へと変わり、「根釧パイロットファーム開拓農業組合」

は「中春別農業協同組合」となり、「パイロット」の文字が無くなりました。今は幸いにも、「パイロッ

トマラソン」、「パイロットフォレスト」、「パイロットロード」に「パイロット」の文字が使われています。

農業のもつ５つの社会的機能
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その後忘れられたように、パイロットファームには話題にも記事にもならなくなりました。そのような中、

東大の中山教授、法政大学藤倉教授が3年前から現地に入られて歴史等の調査をされ、北海道大学での

講演会、別海町での国際セミナー、国際協力事業団でのセミナーを開催されました。戦後最大の国家事

業で開拓した根釧パイロットの資料があまりにも少なく、調査には大変な苦労があったこと、改めて心

から厚くお礼と感謝を申し上げます。歴史を大切にしない今の風潮は大きな失敗に繋がると私は考えま

す。また、根釧パイロットファームの入植者を始め、多くの関係者の血のにじむ思いで築いてきた歴史を、

我々は後世に伝える任務があると思います。根釧パイロットファームの歴史的遺産である、入植当時の

住宅と畜舎の保存、画期的な機械開墾を行ったレーキドーザーを豊原開拓資料館に保存して後世に伝承

し、農業農村が有する多面的機能の発揮により農業の振興と農村地域の活性化を図るよう今後も努力し

たいと思います。
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農業農村の素晴らしさ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山　秀助

はじめに

　1年に1度は必ず旅行に出る事を計画したい。井の中の蛙大海を知らずとならぬよう、何年に1度はヨー

ロッパ北米を中心に外国旅行に出る必要を感じている。考え方、物の見る目が大きく変わる

　世界の人口が70億人を超えた今、世の中は大きく変わろうとしている。どんなに世の中が進歩しても、

人間が月に行くことができるようになっても、宇宙基地までに旅行できる今日でも、人間はやはり食べ

物がなければ生きていけない。人間食糧がないということは原水爆より恐ろしいといわれている。日本

の食糧は本当に心配ないのか。我々は食料を生産している農業者だ。農業は人格形成教育機能など多面

的機能を発揮している。農業、農村の素晴さと誇りの持てる職業であることと、無くすことのできない

職業であることを農業者自身が自覚すべきである。地域の特徴を活かした農材の環境整備を進め都市住

民が住んでみたくなる農材環境造りに努力を重ね、名実共に素晴しい別海町の酪農村を作りたい。

　私は根釧パイロットファームに入植以来、毎年木を植えてきた。湿地とか傾斜地屋敷防風林などの面

積が広い所は森林組合の補助事業で植林した。庭木果樹その他は毎年植えてきた。樹齢100年―400年

の羅臼根室産イチイ（オンコ）を、100本屋敷林としている。種から育てたイチイが1,000本以上ある。

シンパクは挿木で増した。モミジも種から増え1000本以上になった。また、ハクサンシャクナゲも

100本程植えた。元農業改良普及センターの榎本所長の指導により、スモモ、エゾノコリンゴ、ナツグミ、

リンゴ、クルミ等、実のなる木で並木を作っ

た。このことでシマリス・エゾリス、数多く

の小鳥が来るようになった。シマリスは入植

当時からいたが、エゾリスは見たことがなかっ

た。だが15年ほど前から豊原で1番早くエ

ゾリスが姿を見せた。今では数が増え豊原の

各地で見られる様になった。小鳥も30種類

以上毎日姿を見せてくれるなど、素晴らしい

癒しの場所になった。私が80才を記念して

植えたエンジュの木で別海の酋長ホロヤを

始め、先住民アイヌの木彫りを200余り作っ

た。この木彫は魔除けとも言われている。

　山のない別海町

　13万5000ヘクタール。県と同じ程の広い別海町に山がひとつもない。だが私の所から見える山並は

国後島の爺爺岳から知床連山の硫黄島、雄阿寒岳、雌阿寒岳までの連山など、道東知床連山の眺めを一

望できる素晴らしいところだ。

エンジュの木で作った木彫りの人形
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　曲がりくねった別海町の川

　延長150キロに及ぶ最大の川である西別川を始め、風蓮川、床丹川、春別川、当幌川が別海原野を東流、

オホーツク海に注いでいる。どの川も人工的に改修がなされた所はまったくないのが別海町の原始の川だ。

秋に大雨が降ると、私の牧場の名もない小川に毎年鮭が回帰してくる。都市からの修学旅行生が手づか

みで4kgもある鮭を引上げ写真を撮り、終るとまた川に戻す。別海町は本当に自然の宝庫である。なお

西別川の鮭は献上鮭として今でも日本一である。また当幌川春別川は尾岱沼の野付湾に流入している。

床丹川、西別川は直接外洋オホーツク海に注いでいる。ポンヤウシュベツ川、ヤウシュベツ川、風蓮川

は風蓮湖に流れている。

　別海町にはなぜ石ころが出ないのか

　それは別海町全域に火山灰が何べんも何べんも降りつもり、それが長く堆積しているからである。摩

周火山を主とし、遠く雌阿寒岳からの火山灰を堆積している。別海付近では深さ70メートルの地下ま

でが火山灰であることが推定されている。数多い川に石ころがない日本で珍しい別海町の大地である。

この大地の開発が遅れた大きな原因の１つが石ころがないことにある。生産物を運搬する道路に石が入っ

ていない。大雨が降った時は馬車も通れない。とくに春の雪解期は通行止めとなる。これが昭和30年

代までの別海町の道路であった。根釧パイロットファームの建設と開拓方式が進むと同時に、別海町の

道路も良くなって来た。しかし道路に敷きつめるような砂利は、別海町内のどこにもない。すべて隣接

市町村のプラントから運搬してきた。大変大きな予算を毎年計画道路に力を入れた上杉町長。自ら「私

は道路町長だ」といって最重点事項として取組み、別海町の道路も改装率70%舗装率26パーセントになっ

た。町道496本、総延長1,103キロメートルで佐野町政がスタート。引き続き道路を最重点施策として

スピードを上げ整備を進めてきた。佐野町長が目指した舗装率50パーセントは平成11年度に達成した。

町道以外の道路道道254キロ、国道119キロメートルと今建設中の地域高規格道路、釧路－中標津道路、

根室－中標津道路等があるが、5年程前から全道路の工事の進みが大変悪い。今後が心配である

　別海町の水道(飲料水)

　水源はまず摩周湖の伏流水。周囲20キロ最大深度212メートルで阿寒国立公園の最東端に位置する

アイヌ名はカムイトー。湖に出入りする河川はなく、かつては世界一の透明度41.6メートルを誇って

いたが、最近では19メートルになってしまった。昭和45年、根釧パイロットファーム地区飲雑用水施

設事業の完成と同時に、別海町では摩周湖の伏流水西別川支流の国有林に有るコトンナイ川の水利権を

取得し、別海町全町の水道事業に備えた。昭和48年度を初年度とする国営事業、新酪農村建設事業が

認められたことにより、同年度事業費7億円をもって釧路開発建設部が事業着手、取水地点を国有林内

コトンナイ川と定め、全給水地区の自然流下方式を導入した。 

　別海町の自然的条件を見極めながら水道施設を広域化し、住民に清浄、豊富、低廉な水を供給する全

町水道化を推進することとなった。目標年次は昭和48年から昭和52年度までの5ヶ年、総事業費は61

億9410万円という膨大なものである。この広域水道事業が14万ヘクタールという広大な地域、根釧原
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野別海町に送配水管の敷設を行い、その張りめぐらされた総延長770キロメートルに及ぶ。この水は

12万頭の乳牛を飼育している酪農家や市街地住民への飲用水供給の役割ばかりでなく、農業、漁業、

水産業、商工業、林業、その他産業に用いられており、この摩周の清冽な水を豊富に使えることに深く

感謝の念を捧げたい。また63,000ヘクタールに及ぶ畑地のかんがい用水としても大きな役割を担って

いるため、万全な管理体制が求められていた。農用地開発公団は画期的な管理システムづくりに取組み、

総工費3億円を投じて管理センターを昭和51年10月に完成させた。このシステムで操作する水の使用

量は1日24,000立方メートルにも及び、人口20万人の都市の水道に匹敵するものであり、その水道施

設の監視、計測、制御、記録を管理センターで操作デスクの1人の技術者によってすべてカバーできる

という画期的なシステムは全道でも初めてであり、関係者の注目を集めた。格言「人は水を飲む時井戸

を掘った人の労苦に感謝しなければならない。」

　後継者のお嫁さん

　今までも機会のある度に酪農家

の後継者と若妻の育成には微力な

がら努力して来たが、結婚してい

ない後継者が地区内に今までにな

い人数になっている。本人家庭だ

けの問題でなく地区の問題でもあ

り、各関係機関を始め地区みんな

の協力による解決を急ぎ、日本一

の別海の酪農を後継者にバトン

タッチしたい。後継者を始め消費

者に喜んでもらえる素晴らしい別

海町の酪農村になることを願いな

がら、今まで以上に地元の小学生

中学生別海の高校生と府県から来

る中学高校の修学旅行生、時には

大学生等を受入れ、農業、農村の

素晴しさと食の大切さを今後とも話し合い理解をしてもらい、別海町の自然体験を通じて、本当に素晴

らしい癒の場であることを知ってもらいたい

　おわりに

　別海町の基幹産業は第1次産業の農業、漁業である。この50年余りの間に素晴らしい発展をした。

だが戸数と人口は毎年減少を続けている。どこまで別海町の人口は減少するか解らないとも言われてい

る。今別海町はどの様に考えているのか。今こそ町行政の舵取りが必要だ。

　まず第3次産業の観光産業に別海町は重点を置き、農業、漁業、観光を3本柱として別海町の基幹産

業に位置付け、自然の宝庫であり自然な本当の癒しの場ともいわれている素晴しい別海町に、都市住民、

奥山牧場敷地内にある夢伝承交流館。修学旅行生などを受け入
れてきた。
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消費者、修学旅行生、その他一般旅行者、外国からの旅行者などに喜んでもらえる別海町となりたい。

自然を破壊せずに調和してきた農村でしか体験できない、本物のリゾートが別海町にはあるのだから。

外国から日本への年間の旅行者がついに1000万人に達した。別海町には外国から年間何名来ているか？

別海町を始め、各関係機関の協力により6次産業に取組むべきである。大きな加工所を作っても、そこ

で働く人が他の町からの通勤者では困る。ますますの別海町の発展方策の推進をお願いしたい。

参考文献：『別海町百年史』（昭和53年）

　　　　　『別海町三十年史』（平成15年）
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